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神谷　直亮　神谷　直亮　

　9 月は、衛星通信業界にとって非常に忙
しい一か月となった。最も注目を集めたの
は、Euroconsult 社が主催した「WSBW」
である。概要については別稿で触れている
が、本稿ではセッションの内容を取り上げ
てみたい。
　振り返ってみると何といっても「WSBW」
で注目を集めたのは、「Leading Global 
Operators Looking Ahead」「Mobile 
Satellite Connectivity：Direct-to-
Device」「Optical Communications：
Interconnectivity & High-speed Data」

「Launch Service Leaders Expanding 
Access to Space」だ。
　特に「Optical Communications」のセッ
ションには、ワープスペース社が、「Launch 
Service Leaders」のセッションには三菱
重工業が登壇して、日本の存在感を示した。
　まず、大手のグローバル衛星通信事業
者 が 集 う「Leading Global Operators 
Looking Ahead」 の セ ッ シ ョ ン に は、
ViaSat、インテルサット、テレサット、ユー
テルサット、エコスター、SES が参加した。
ViaSat 社の Mark Dankberg CEO は、4
月 に 打 ち 上 げ た「Viasat-3 Americas」
GEO 衛星が、軌道上でのアンテナ展開テス
ト中に不具合が発覚したことに触れた。消
費者向けのインターネットブロードバンド
と旅客機の機内エンタテインメントサービ
スを狙った期待の星であっただけに悩みを
隠せない様子であった。しかし同社は、現
在ヨーロッパ向けとアジアパシフィック向
けに「Viasat-3」シリーズ 2 機の衛星を製
作中で、Dankberg CEO は「これらの内

の一機をアメリカ向けに振り替えることも
検討する」と述べた。
　インテルサット社の David Wajsgras 
CEO は、「MEO ビジネスに取り組むべき
かを検討することにした。このための提案
依頼書をすでに衛星メーカーに発出してい
る。6 か月以内に結論を出す」と切り出し
て参加者の意表を突いた。競合相手の SES
社が、すでに GEO と MEO のマルチオー
ビット戦略を展開している現状を踏まえた
判断と思われた。一方で、同 CEO は「移
動体衛星通信ビジネスが非常に好調なので
ネットワーク機能を拡張することにした」
と述べ、固定通信と移動体通信のハイブリッ
ド戦術に力を入れる方向性を示した。
　「Lightspeed」と名付けた LEO 衛星プ
ロジェクトを鋭意推進しているテレサット
社の Daniel Goldberg CEO は、「計画より
少々遅れてはいるが Lightspeed コンステ
レーションの構築に向けて鋭意努力してい
る。198 機の衛星は、地元カナダの MDA
社に発注済みである。LEO 専用の低価格平
面アンテナがビジネスの決め手になると考
えられるので、アンテナメーカーと緊密な
連絡を取りながら完成を急いでいる」と述
べた。
　パリを本拠にするユーテルサット社の 
Eva Berneke CEO は、2022 年 1 月に就
任以来 OneWeb 社との合併に奔走してき
た。セッションで同 CEO は、「合併に関連
した 40 もの厳しい規制をクリアするのに
苦労した」と告白し、「LEO 分野では、先
行する Starlink 以外にもマルチプレイヤー
が参画する余地が残っている。世界各国で

主権、セキュリティ、冗長系などに対する
強い要求・要望がみられるからである」と、
独自の見解を表明した。
　昨年エコスター社の CEO に就任したば
かりの Hamid Akhavan CEO は、本セッ
ションが初登場であった。同 CEO は、「エ
コスターが Dish Network を合併したこ
とで、衛星と地上系ネットワークの統合が
実現し 5G エコシステムへの対応がし易く
なった。また、S バンドを使用するグロー
バルなエンタプライズ・ネットワーク・サー
ビスの基盤ができた」と強調した。一方、「子
会社のヒューズ・ネットワーク・システム
ズが、今年 7 月に待望の Jupiter-3 GEO
衛星の打ち上げに成功し、今年末からサー
ビスを始める」と期待に胸を膨らませてい
た。
　ルクセンブルグに本社を構える SES 社
の Ruy Pinto CEO は、「主権と安心安全な
通信環境が、市場の決め手になっている。
SES は、O3b mPower 衛星で世界各国の
政府やクルーズシップ向けの移動体市場を
狙う方針を取っている。この MEO 衛星の
軌道への投入はすでに 4 機が完了し、次の
2 機の打ち上げを 10 月に予定している。
本格的なサービス開始は 2024 年になる」
と語った。
　次いで、注目を浴びた「Mobile Satellite 
Connectivity：Direct-to-Device」 の

「ワールド・サテライト・ビジネス・ウィーク
（WSBW）」

「ワールド・サテライト・ビジネス・ウィーク
（WSBW）」

写真 1　ViaSat 社は、3 機の「Viasat-3」衛星シ
リーズの初号機「Americas」のアンテナに予想外
の不具合が発覚して悩みの種となっている。（出典：
viasat.com）

写真 2　ワープスペース社は、3 機の MEO 衛星で
グローバルなカバレッジを実現する衛星間光通信
サービス「WarpHub InterSat」で注目を集めてい
る。（出典：warpspace.jp）

写真 3　Relativity Space 社は、再利用が
可能な次世代型「Terran R」ロケットの開
発を鋭意進めており業界の関心の的になっ
ている。（出典：relativityspace.com）
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セ ッ シ ョ ン に は、AST SpaceMobile、
LynkGlobal、 イ リ ジ ウ ム、 ス ラ ー ヤ

（Thuraya）、Omnispace の 5 社の代表が
出席した。
　AST SpaceMobile社のScott Wisniewski 
EVP は、「 す で に BlueWalker-3（ 実 証
試験衛星）と 5G スマートフォンを直接
つないでデータ通信と音声通話に成功し
た。これを踏まえて 2024 年から商用衛星
BlueBird の打ち上げを開始する。すでに世
界各国のモバイル・ネットワーク・オペレー
ター 40 社とサービス提供を前提にした契
約を取り交わしている」といたって強気で
あった。
　LynkGlobal社のCharles Miller CEOは、

「衛星と携帯電話間の直接接続サービス（サ
テスマビジネス）は、5 年以内に年間 10
億ドルの市場になる」と予言した。また

「2degrees New Zealand、Vodafone 
Cook Islandsを始めとするモバイル通信事
業者 34 社と契約して、5 機の Shannon
衛星でβサービスを開始している」と付け
加えていた。
　イリジウム社の Suzi McBride COO は、

「サテスマのシステムが完成し、ユーザーが
付くのは 10 年後くらいになろう」と予測
し、「クアルコム社と組んで検討を始めてい
る。2024 年頃の実用化を目指したい」と
述べた。
　スラーヤ社の Jassem Nasser Chief 
Business Development Officer は、「5
～ 7 年後にデータサービスがまず普及す
るであろう。音声通話の普及には技術的な
問題も含めて時間がかかる」とコメントし

「メーカーに提案依頼書を出して LEO 衛星
の検討を始めた」と語っていた。
　Omnispace 社 の Jay Yass Chief 
Corporate Development Officer は、「S
バンド LEO 衛星を 2 機運用中で、今後コ
ンステレーションを展開してグローバルな
5Gネットワークの実現を目指す。2月には、
サウジアラビアの stc 社およびアメリカの
Ligado Networks 社と MoU を締結し、S
バンドと L バンドを駆使するサテスマビジ
ネスを検討することになった」と述べ「ユー
ザーは、いつでもどこでも接続できるとい
うことで、追加料金を払ってでも喜んで契

約すると考える。これを見越して、すでに
24 社が興味を示している」と付け加えて
いた。
　今回のセッションの印象では、サテス
マビジネスをけん引しているのは、AST 
SpaceMobile と LynkGlobal で、 近 い う
ちに Starlink が参入するという流れが出来
上がりつつあるように思われた。

　「 O p t i c a l  C o m m u n i c a t i o n s ：
Interconnectivity & High-speed Data」
のセッションには、日本のワープスペー
ス（Warpspace）、 カ ナ ダ の Kepler 
Communications、 米 国 の Honeywell、
光通信端末のメーカーを代表する Tesat と
Mynaric が出席した。
　ワープスペース社の森裕和 CSO は、

「3 機の MEO 衛星でグローバルなカバ
レッジを実現する衛星間光通信サービ
ス WarpHub InterSat プ ロ ジ ェ ク ト に
取り組んでいる。すでに LEIHO （Laser 
Exploration Inter-sat Hub One）と名付
けた衛星をフィンランドの ReOrbit 社に発
注し、6 月に初号機の基本設計審査を完了
した。今後、最終設計審査が予定通り終了
すれば、2024 年中に打ち上げる予定」と
説明して存在感を示した。
　Kepler Communications 社は、2025
年から LEO 衛星を基盤にした光データ・リ
レー・サービスを開始する目標を掲げてい
る。搭載する光通信端末については、「ドイ
ツの Tesat 社と契約した」とのことであっ
た。
　Honeywell 社 は、York Space 
S y s t e m s と
Skyloom の両社を
パートナーにして、
SDA（米国宇宙開
発局）が構築を目
指す光リンクを駆
使する LEO 衛星コ
ンステレーション
にチャレンジして
いる。
　「 L a u n c h 
Service Leaders 
E x p a n d i n g 

Access to Space」 の セ ッ シ ョ ン に
は、三菱重工業（MHI）、アリアンスペー
ス、 ブ ル ー オ リ ジ ン、SpaceX、ULA、
Relativity Space の 6 社の代表が登壇し
た。冒頭で触れたように、アマゾンがアリ
アンスペース社と 18 回、ブルーオリジン
社と 12 回、ULA 社と 38 回の打ち上げを
契約してしまっているので、今後打ち上げ
を計画している衛星運用事業者にとっては
好ましい状況ではない。追い打ちをかける
ようにカナダのテレサット社が、SpaceX
社のファルコン 9 ロケットを抑えにかかっ
ているという情報があり選択肢が今後さら
に狭まるだろうというムードが漂っていた。

（その後、9 月 16 日にテレサット社は、ファ
ルコン 9 ロケットによる 14 回の打ち上げ
契約に踏み切った）
　このような環境下で、H3 ロケットの打
ち上げを控えている MHI にとっては、ま
たとないチャンス到来と言える。登壇した
MHI の 五十嵐巌部長は、「今年度中なんと
しても打ち上げを成功させ、皆さんの期待
に応えたい」と胸を張った。
　Relativity Space 社は、再利用が可能
なロケット「Terran R」を 3D プリンティ
ングを活用して開発中で、業界の注目の的
になっている。同社の Tim Ellis CEO は、

「2025 年から OneWeb 社の LEO 衛星を
打ち上げることになった。この契約を前提
に Terran R ロケットの開発を鋭意進めて
いる」と語った。

Naoakira Kamiya　
衛星システム総研　代表　

メデイア・ジャーナリスト　

ハイビジョン伝送・災害・報道・海外派遣

 

「驚愕の超小型平面アンテナ！」
スタンダードなＳＣＰＣでのＳＮＧモデルに加え２０２０年
７月に新しくスタートしたスカパーＪＳＡＴ社の新サービス
「Ｓａｔ-Ｑ」モデルもラインナップ。お客様の運用にマッチ
した利用が簡単にできます。放送などのＨＤ映像伝送・災害
通信・海外通信・企業のＢＣＰ向けなど幅広く利用可能です。

＜SATCUBEアンテナの特長＞

■47cm x 30cm x 5.5cmビジネスバッグに入ります！
■SCPCモデル・Sat-Qモデル・各種あり
■災害/報道/海外派遣映像音声伝送インターネット接続/ハイビジョン伝送可能
■わずか１分で通信可能組立不要・工具不要
■衛星捕捉は内蔵ディスプレイのアシスト機能で素早く簡単
■航空機持込可能バッテリーで運用可（約３時間運用可能）
■運用中のバッテリー交換可（ホットスワップ対応）
■モバイル中継装置（TVU・Live U・スマテレ等）と連携可

エーティコミュニケーションズ株式会社 〒151-0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14
TEL：03-5772-9125  http://www.bizsat.jp


